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両
津
病
院
は
、
現
在
の
両
津
文
化
会
館
付
近

に
開
院
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
内
科
、
小
児
科
、

歯
科
口
腔
外
科
等
の
現
在
常
勤
医
が
い
る
診
療

科
の
ほ
か
、
整
形
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
外
科
、

婦
人
科
等
の
現
在
と
同
等
の
診
療
科
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
後
、
全
国
の
施
設
で
災
害
を
想
定
し
て
耐
震
基

準
な
ど
の
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
院
は
１
９
８
１
年
に
建
設

さ
れ
、
一
部
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い
こ
と
、
津
波
が
起
き
た
際

に
病
院
が
浸
水
す
る
こ
と
、
配
管
を
含
め
建
物
が
老
朽
化
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
面
改
修
、
現
在
地
で
の
新
築
、
移
転
新
築
な
ど
を
、
新
潟
県

や
佐
渡
市
、
市
内
の
医
療
機
関
関
係
者
、
島
外
の
専
門
家
に
検
討

し
て
い
た
だ
き
、
移
転
新
築
と
の
結
論
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
病
院
で
は
今
ま
で
ど
お
り
、
外
来
、
入
院
を
中
心
に
診
療
を

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
高
齢
化
が

進
み
、
来
院
が
難
し
い
患
者
さ
ん
の
た
め
に
、

訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
、
巡
回
診
療
、
リ
ハ

ビ
リ
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

両
津
病
院
の
新
築
移
転
に
関
し
て
は
、
賛

成
意
見
だ
け
で
な
く
、
厳
し
い
ご
意
見
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
話
し
合
う
こ
と
で
、
よ
り
良
い
病
院
と

な
り
、
市
民
に
必
要
と
さ
れ
る
病
院
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
ご
意
見

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
は
両
津
病
院
の
岩
谷
先
生
で
す
。

市立病院から

こんにちはこんにちは

　赤ちゃんだと思っていた子どもも社会生活の中でいろいろな言葉を覚
えます。時には「えっ」と聞き返したくなるようなことを言うことがあ
ります。相手の気持ちを考えた言葉を使えることは、心を育てる大切な
方法です。それは、日常の会話の中から育っていきます。

　　　　 �「おはよう・おやすみ・ありがとう・いただきます・ごちそう
さま」など日常の会話の中でのあいさつを知らせましょう。

　あいさつの言葉には感謝の気持ちや思いやりの気持ちが込められてい
ます。

　　　　 子どもに「おはようは?」と強制するのではありません。
　あいさつは人から強制されるものではなく、自発的に出るようにした
いものです。これは大人がやって見せることが肝心です。

　　　　 �当たり前と思っていることにこそ、感謝の言葉を付け加えると
心が育ちます。

　家族や親しい人に「ありがとう」と日ごろから感謝の言葉を伝えま
しょう。言葉に表すことが、良い関係を築く第一歩になります。　

　私たち大人は子どもに「してみせる」ことが抜けて、「言って聞かせ
る」ことばかりになってしまいます。「子は親の鏡」、大人が子どもの
お手本になっていることを意識してみませんか。「あいさつや感謝の言
葉が身につく」ことは、その子にとっての大きな財産になります。

『育じい・育ばあ』のための「ほめほめ講座」
あいさつや感謝の言葉は心を育てる

４ コ マ 漫 画 で伝える
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